
事業概要

団体名　深谷市
事業名　深谷市下水道事業
所在地　深谷市上敷免２番地
組織概要
市長
環境水道部　下水道課　（職員数　１９人） ・管理係 ・施設係 ・下水道工務係 ・排水設備促進係

業務量

18,726㎥ 18,952㎥
865,857千円 697,585千円

平成23年度 深谷市下水道事業会計 事業報告書
（H24.12.25）

うち下水道接続済み戸数

年間有収水量

１日平均有収水量

主要な建設改良事業費

平成21年度

23,486戸

6,709,693㎥

18,383㎥

1,172,760千円

28,454戸

平成22年度 平成23年度

25,437戸 26,426戸
6,834,970㎥ 6,917,522㎥

30,464戸 30,934戸

２

１

区　　分

年度末供用開始区域内戸数

財務状況
●貸借対照表 ●損益計算書

0

0

区　　分

累積欠損金

資本

総資産 53,580 53,938 54,211

0

149

53,702 53,803
236 408

865,857千円 697,585千円
302,101千円

平成21年度末 平成22年度末 平成23年度末

686 0

主要な建設改良事業費

うち汚水管渠分

うち浄化センター分

うち雨水管渠分

1,172,760千円

656,030千円

389,963千円

126,767千円

△ 11

361,959千円
360,708千円 196,390千円

当期利益（△損失）

経常利益（△損失）

総収入

△ 6
2,410

（単位：百万円）

平成21年度 平成22年度区　　分

11

203,048千円 139,236千円

（単位：百万円）

平成23年度

1,663 1,665

0

３

負債

53,431
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経営指標等

※平均値は、H22総務省公表値より
使用料単価・・・使用水量１㎥あたりの使用料。
汚水処理原価・・・使用水量１㎥あたりの汚水処理に係る経費。
経費回収率・・・汚水処理原価を使用料で賄えている割合。汚水処理経費に対して事業収入が不足する分は一般市税が投入されている。
分流なし・・・分流式下水道等に要する経費の繰り入れを行わない場合の値。
分流式下水道等に要する経費の繰り入れとは、使用料で賄うべき汚水処理経費を設定し、それを超過した部分を一般会計で負担する仕組み。
深谷市では150円/㎥を設定している。この繰り入れにより本来の汚水処理経費がわからなくなってしまうため、別途分流なしとして記載した。

水洗化率・・・下水道に接続できる区域に住んでいる人のうち、下水道に接続している人の割合。

債務残高

汚水処理原価（分流なし）

経費回収率

経費回収率（分流なし）

水洗化率

38.9%

172.66

40.9%
85.4%

150.13

区　　分

83.5%

88.70

150.00

59.1%

228.07

平成21年度

89.30

150.00

59.5%

239.81

37.2%

134.97

91.4%

176.42 237.29

150.00
60.6%
222.07

87.0%

平成23年度
90.90

全国平均

147.64

平成22年度 類似団体平均

76.5%

93.8% 89.1%

63.3%

82.5%

５

４

使用料単価（円/㎥）

汚水処理原価（円/㎥）

課題：経費回収率

の向上

債務残高

企業債

借入金

計 17,048,896529,600

平成24年度償還予定 残高（平成24年度末予定）

1,172,990

0

315,320

1,488,310

残高（平成23年度末）

17,692,286

（単位：千円）

0
315,320 1,000

0

1,000

区　　分

その他金銭債務

528,600 17,047,896

0

18,007,606

平成24年度借入予定

５

- 2 -



一般会計の関与

うち基準内・・・総務省の繰入基準に基く繰入金のこと。雨水処理経費や分流式下水道等に要する経費などの公費（一般市税）で負担する経費に対する繰入金。
うち基準外・・・汚水処理経費のうち使用料等の事業収入が不足している分に対する繰入金。本来は下水道の使用者が使用料として負担すべきもの。

（単位：千円）

658,173

1,054,852 1,032,735収
益
的

資
本
的

平成21年度

一般会計繰入金

うち基準内

平成23年度

637,842 634,281

258,387 702,130 658,173

404,266 417,010 398,454
299,926 731,944

41,539 29,814 0

平成22年度

６

うち基準外

一般会計繰入金

うち基準内

うち基準外

1,403,637

区　　分

1,807,903

課題：基準外繰入の解消

下水道使用料
・下水道使用量に応じた料金

一般会計繰入金
・一般市税

財源

基準外繰入

※受益者負担の原則から、

一般会計からの「基準外繰入」

は、本来認められません。

汚水の処理
・管渠の維持管理
修繕費など

・処理場の維持管理
薬品、汚泥処分、運転管理費用な

ど

・その他の費用
料金の徴収経費、人件費など

・減価償却費

・支払利息

雨水の処理
・管渠の維持管理
修繕費など

・減価償却費

その他の処理
・普及促進に係る費用など

・排水規制に係る費用など

・減価償却費

経費

基準外繰入 基準内繰入
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下水道使用料の状況
●下水道使用料料金表（H24.12現在）

経営基盤強化への取組状況
・組織の簡素化
　 平成１８年度まで各支所にあった４つの下水道課を、平成１９年度から１つに統合した。
・会計の簡素化
平成２０年度まで、深谷処理区の会計とその他の処理区の会計として２つの会計があったが、平成２１年度から１つの会計に統合した。

・組織の統合
平成２２年度まで 水道事業とは異なる部に所属していたが 平成２３年度から新たに「環境水道部」として１つの部に統合した

101～200㎥ 136.5円/㎥ 126.円/㎥ 157.5円/㎥
147.円/㎥

1ヶ月40㎥料金 3,570円 4,400円 4,883円

168円/㎥
2,205円1ヶ月20㎥料金

168円/㎥
501～1000㎥ 157.5円/㎥
401～500㎥

1001㎥～ 199円/㎥ 204.75円/㎥
1,155円

全国平均
2,606円 ※H22総務省公表値より

147円/㎥ 173.25円/㎥
189円/㎥

61～100㎥ 141.75円/㎥

2,100円

水量（2ヶ月）

115円/㎥

～20㎥
21～40㎥

126円/㎥41～60㎥ 115.5円/㎥

2,100円 2,100円
105.円/㎥ 115.5円/㎥

1,680円
31.5円/㎥

126円/㎥

岡部処理区 川本・花園処理区

７

８

201～400㎥

深谷処理区
課題：料金格差の是正

平成２２年度まで、水道事業とは異なる部に所属していたが、平成２３年度から新たに「環境水道部」として１つの部に統合した。

経費削減等への取組状況
・平成１９年度から２１年度までに実施された補償金免除繰上償還により、年利５％以上の高利子債の借り換えを行い、総額で約１２億円の支払利息を削減した。
・平成２０年度から浄化センターの運転業務を一括発注することで約１千２百万円/年の経費を削減した。
・職員数の削減（合併直後の平成１９年度：２３人→平成２３年度：１９人）

９
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